
美しい音楽が、聞こえてきまし
た。それは、あまりにも耳にあ
まいひびきでしたので、これは
王宮の楽だんが、通りかかった
のに違いないと、大男は思いま
した。実は、小さなベニヒワが
まどの外で歌っていただけなの
ですが、庭で、鳥がさえずるの
を、大男が耳にしなくなってか
ら、あまりにも長い時間が、す
ぎたので、大男の耳には、鳥の
声が、世界で最も美しい音楽の
ように、聞こえたのです。やが
て、雲は、頭上でおどるのをや
め、北風も、ほえるのをやめま



した。そして、開いたまどから
かぐわしいかおりが、大男の方
にやってきました。「やっと、
春が来たのに違いない」と、大
男は言いました。そして、ベッ
ドから飛び起きて、外を見まし
た。何が見えたでしょうか。最
高にすばらしいながめでした。
子どもたちが、かべの小さなあ
なを通りぬけて入りこみ、木の
えだの上に、すわっているので
した。それぞれの木に、小さな
子どもが乗っているのが、見え
ました。木々は、子どもたちが
もどってきたので大喜びで、自



分の体を、おおいつくすほど、
花をさかせ、子どもたちの頭の
上で、やさしくうでをふってお
りました。鳥たちはとびかい、
喜びにさえずり、花は緑の草む
らから頭を出して、笑っており
ました。それは、うるわしいじ
ょうけいでした。ただし、どう
いうわけか、太陽はてっていま
せんでした。しかし、大男はそ
れをふしぎには、思いませんで
した。なぜなら、子どもたちの
中に、大すきなあの子ども


